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下請取引適正化推進月間

1 全国青年技能競技大会
2 青年部・健康講演会
4 わが町自慢（呉市）
建設国保関連記事の掲載：2-3面

今月の紙面

全
国
の
選
手
が

四
方
転
び
踏
み
台
を

埼玉県

原
委
員
長
、
記
念
品
紹
介

メ
タ
ル
プ
レ
ー
ト
を
披
露

落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
で
鏡
開
き

竣工式・清祓之儀落ち着いてカンナをかける漆谷さん

引
率
で
参
加
し
て

竣
工
式
、
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催

　

【
県
・
書
記
長
・
藤
岡
祐
二
】

広
島
県
建
設
労
働
組
合
会
館
は
、

平
成
30
年
５
月
の
第
１
回
建
労

会
館
建
設
準
備
検
討
委
員
会
に

始
ま
り
、
令
和
元
年
か
ら
は
会

館
建
設
検
討
委
員
会
で
旧
建
労

会
館
の
維
持
、
新
会
館
建
設
、

耐
震
改
修
な
ど
を
議
論
検
討
し
、

機
関
会
議
で
旧
会
館
跡
地
に
新

　

９
月
24
日(

日)

、
広
島
県
建

設
労
働
組
合
会
館
の
竣
工
式
、

落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

竣
工
式
は
午
前
11
時
か
ら
、

新
会
館
に
三
篠
神
社
の
野
上
斎

主
を
招
き
、
厳
か
な
雰
囲
気
の

中
、
96
人
の
参
加
で
神
事
を
進

行
。
県
本
部
四
役
・
全
建
総
連

委
員
長
・
副
委
員
長
・
書
記
次

長
・
中
国
地
協
各
県
連
委
員
長
・

県
全
12
地
連
長
の
順
で
玉
串
奉

奠
を
行
い
ま
し
た
。

　

【
県
・
書
記
次
長
・
泉
雅
博
】

年
に
一
度
、
全
国
か
ら
頂
点
を

目
指
し
集
ま
り
、
技
術
を
競
う

「
全
建
総
連
第
39
回
全
国
青
年

技
能
競
技
大
会
」
が
９
月
16
〜

18
日
に
埼
玉
県
熊
谷
市
「
彩
の

国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
全
国
28
県
連
・
組

合
か
ら
55
人
の
選
手
が
参
加
し
、

会
館
建
設
の
承
認
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
も
っ
て
令
和
３
年
４

月
に
建
労
会
館
建
設
委
員
会
を

発
足
。
同
年
５
月
、
公
募
に
よ

り
Ｓ
Ｉ
建
築
設
計
株
式
会
社
を

設
計
管
理
者
に
選
定
。
10
月
に

は
全
木
協
の
主
幹
事
工
務
店
で

あ
る
橋
本
建
設
株
式
会
社
を
建

　

建
物
が
無
事
に
完
成
し
た
こ

と
を
関
係
者
や
協
力
し
て
下
さ
っ

た
方
に
披
露
し
、
感
謝
の
意
を

表
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
皆
様
に
施
設
内
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
は
会
場
を
メ

ル
パ
ル
ク
広
島
に
移
し
、
落
成

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
。

多
く
の
ご
来
賓
、
地
連
代
表
な

ど
１
８
４
人
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
竣
工
に
携
わ
っ
た
方
々
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

四
方
転
び
踏
み
台
の
作
製
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

広
島
建
労
か
ら
は
漆
谷
楓
さ

ん
（
第
２
地
連
芦
品
）
が
参
加

し
、
競
技
大
会
へ
は
今
回
で
３

回
目
の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
午
前
９
時
よ
り
原
寸

図
・
加
工
（
鉋
削
り
）
・
墨
付

け
・
刻
み
・
組
立
て
を
６
時
間

の
制
限
時
間
内
で
競
い
ま
す
。

　

漆
谷
さ
ん
の
競
技
場
所
は
端

で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
目
線
を
随

時
感
じ
な
が
ら
も
、
前
半
３
時

間
は
い
つ
も
の
ペ
ー
ス
で
進
め
、

設
業
者
に
選
定
し
、
本
体
工
事

の
契
約
に
至
り
ま
し
た
。

　

新
会
館
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
炭
素
貯

蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
「
優
良

木
造
建
築
物
等
整
備
推
進
事
業
」

の
補
助
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
２
月
、
労
働
者
供

給
事
業
の
協
約
書
締
結
式
を
執

り
行
い
、
中
四
国
地
方
の
民
間

で
は
初
の
取
り
組
み
と
な
る
労

働
者
供
給
事
業
を
実
施
。
組
合

員
の
方
に
施
工
従
事
者
と
し
て

約
１
４
０
人
工
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
・
中
西
中
央
執
行

委
員
長
ほ
か
４
人
の
方
か
ら
ご

祝
辞
を
賜
り
、
組
合
の
今
後
の

発
展
を
祝
し
、
鏡
開
き
、
乾
杯

を
行
い
ま
し
た
。

　

施
工
・
設
計
に
携
わ
っ
た
Ｓ

Ｉ
建
築
設
計
株
式
会
社
、
ア
ト

リ
エ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
、
施
工
業

者
の
橋
本
建
設
株
式
会
社
に
対

し
、
県
・
原
委
員
長
か
ら
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
設
計
・

施
工
業
者
か
ら
は
目
録
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
半
３
時
間
も
刻
み
・
組
立
て
・

鉋
仕
上
げ
・
調
整
と
時
間
内
に

作
品
を
完
成
し
て
競
技
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

３
日
目
、
成
績
発
表
で
１
位

と
２
位
を
地
元
埼
玉
土
建
の
選

手
が
独
占
さ
れ
る
中
、
漆
谷
選

手
は
26
位
で
奨
励
書
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

島
田
競
技
委
員
の
講
評
で
は
、

「
今
大
会
初
め
て
の
参
加
で
入

賞
さ
れ
た
選
手
が
多
い
こ
と
は
、

日
々
の
練
習
の
進
め
方
も
非
常

に
重
要
で
す
」
と
い
う
言
葉
が

　

近
年
、
広
島
建
労
で
は
県
大

会
、
全
国
大
会
と
参
加
選
手
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
若
い

選
手
が
一
堂
に
会
し
頂
点
を
目

指
す
姿
を
見
て
い
る
と
、
私
自

身
が
24
歳
の
時
に
参
加
し
た
第

８
回
大
会
の
記
憶
が
蘇
り
ま
し

　

広
島
建
労
の
諸
先
輩
方
が
、

苦
労
を
重
ね
て
建
設
さ
れ
た
旧

会
館
の
歴
史
を
記
し
た
メ
タ
ル

プ
レ
ー
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
レ
ー
ト
は
、
新
会
館
内

の
壁
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
お

越
し
の
際
に
、
ご
覧
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

　

会
館
に
関
す
る
歴
史
や
新
会

館
建
設
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
旧
会
館
と
新
会
館
の
イ
ラ

ス
ト
を
入
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
、
記

念
升
を
作
成
し
、
記
念
品
と
し

て
参
加
者
に
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
大
会

で
も
小
口
の
鉋
掛
け
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後

の
練
習
会
で
の
対
応
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

た
。

　

現
場
で
は
体
験
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「
も
う
少
し
若
い

時
に
頑
張
っ
て
い
れ
ば
良
か
っ

た
」
と
少
し
後
悔
も
湧
き
ま
し

た
。

　

今
の
現
場
で
は
昔
な
が
ら
の

技
術
・
技
能
が
伴
わ
な
く
て
も

大
工
仕
事
が
で
き
る
現
場
も
あ

り
ま
す
が
、
各
地
域
で
行
わ
れ

る
講
習
会
等
に
参
加
し
て
自
身

の
ス
キ
ル
を
高
め
、
資
格
取
得

に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

会
館
落
成
を
記
念
し
て
作
成

し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
建
労

会
館
、
未
来
へ
紡
ぐ
」
を
上
映
。

昔
の
写
真
に
拍
手
や
笑
い
声
が

起
こ
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
懐

か
し
い
話
に
華
が
咲
き
、
諸
先

輩
方
か
ら
は
激
励
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

竣
工
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆

様
か
ら
お
祝
い
を
頂
戴
し
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
建
設
労
働
組
合
が
一
丸

と
な
り
、
新
た
な
歴
史
を
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

第39回
全国青年
技能競技
大会

作
製

「優良木造建築物等整備推進事業」を活用
中四国の民間で初の労働者供給を実施

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

動 合設 労 組建島 県広
会 館新

中小企業の取引上の悩み相談は、
下請けかけこみ寺へ
https://www.zenkyo.or.jp/
kakekomi/index.htm
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全建総連「所得計算書(冊子)」の
申込受付開始

　安全意識の向上と普及を目指すため、今年も下記の要項に沿って
「労働安全標語」募集し、最優秀作品は来年度の広島建労安全対策部
スローガンにします。ぜひご応募ください。
内　　容：労働安全に関する標語
文 字 数：できるだけ分かりやすい表現で簡潔なもの
応 募 先：各地連事務所

(県本部へ投稿があった場合、地連事務所へ転送)
募集期間：8月～11月末日まで
謝　　礼：最優秀1本5千円・優秀1本3千円・佳作3本2千円

(商品券にて)
応募資格：組合員さんと、そのご家族(1人1作品まで)
選　　考：12月初旬
※入賞作品5本は、全建総連「労働安全標語募集」企画に、広島建労の
代表作品として応募します。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

▲投票はこちらから︎※重複投票防止のため、投票にはGoogleアカウントが必要となっています。ご了承ください。

11/17（金）まで広島建労ホームページ上で職人川柳への応募作品の
投票を行っています。右のQRコードから投票してみてください！
（投票は複数個選択できますが、1度しか投票できません。ご注意を）

安全対策部「労働安全標語」を募集

前
列
五
人
が
優
勝
し
た
第
２
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
と
体
力
測
定

フ
リ
ス
ビ
ー
感
覚
で
激
し
い
試
合

　
【
県
・
青
年
部
長
・
西
濵
恭

兵
】
８
月
20
日(

日)

に
「
佐
伯

区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
で
健

康
講
演
会
を
開
催
。
県
・
原
委

員
長
と
県
・
齋
藤
組
織
部
長
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
参
加

者
15
人
で
エ
ヒ
メ
健
診
協
会
協

力
の
下
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
と

体
力
測
定
を
し
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
は
３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
の
リ
ー
グ
戦
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
フ
リ
ス
ビ
ー
で

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
を
す
る
感
覚
で
、

少
し
練
習
す
る
だ
け
で
す
ぐ
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

慣
れ
て
く
る
と
皆
さ
ん
熱
く
な

り
、
な
か
な
か
激
し
い
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
力
測
定
で
は
①
全

身
反
応
測
定
、
②
握
力
、
③
長

座
体
前
屈
、
④
閉
眼
片
足
立
ち
、

⑤
体
組
成
計
を
測
定
。
ほ
と
ん

ど
の
人
が
年
齢
平
均
よ
り
良
い

数
値
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
健
康
講
演
会
で
参
加

者
か
ら
は
、
「
と
て
も
よ
か
っ

た
！
」
「
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
！
」
「
も
っ
と
人
が
集
ま
れ

ば
も
っ
と
楽
し
い
と
思
う
」
な

ど
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

次
回
も
皆
さ
ん
の
希
望
に
添

え
る
よ
う
な
、
楽
し
く
体
と
向

き
合
え
る
健
康
講
演
会
を
企
画

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青年部青年部
健 康健 康
講演会講演会

歯の健康を守ろう

歯科健診を無料で受診することができます。
※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。

第4回

「はみがきチャレンジ！」カレンダー
Ｑ1：厚生年金の被保険者である夫の扶養の範囲内でパートをしています
が、毎年130万円の収入に収まるように年末が近くなると調整していま
す。今年と来年は130万円を気にせず働けるだけ働いた方が良いと聞いた
のですが本当ですか？
Ａ1：はい。年収が一定額を超えるとパート・アルバイトで働く方に社会
保険料が天引きされて手取りが減る「年収の壁」問題を巡り、厚生労働省
は年収130万円を超えても一時的な増収であれば事業主がその旨を証明す
ることで連続2年までは扶養にとどまれるようになりました。2023年9月
27日現在、具体的な内容は今後公表予定となっています。

厚生労働省「年収の壁・支援強化パッケージ」HPはこちらから
（https://www.mhlw.go.jp/stf/taiou_001_00002.html）

　期間は、10月から12月の3ヵ月間となっ
ており、完成した「はみがきチャレンジ！」カレンダーを返送してい
ただく事で、「健康づくりビンゴ」の1マスがクリアされますので、
「健康づくりビンゴ」の応募も楽しみになりますね！

　今年度も3歳から6歳のお子様に、「はみがき
チャレンジ！」カレンダーを送付しています。
1人ではみがきに挑戦しているお子様もい
らっしゃると思いますが、お子様の磨き残しの
チェックなど、これを機に、親子で楽しみなが
ら、はみがきに取り組んでみませんか？

税金Ｑ＆Ａコーナー
収入130万円を越えても2年は扶養に

税金対策部
建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

「130万円の壁」への対応

残業

はみがきで歯の汚れをしっかり落とす
にために必要な時間は、最低3分間と
されていて、丁寧に磨く事が大切です。

正しいはみがき習慣を身に着け、口の
中を清潔に保つことで、虫歯予防はも
ちろんのこと、これからの季節に流行
る風邪やインフルエンザなどの病気の
予防にもつながります。

　今年も組合員の確定申告支援に向けて所得
計算書を作成しました。免税事業者・簡易課
税事業者の組合員へ向けた冊子版となります。
　所得計算書の価格は1冊200円です。購入

希望の方は所属の地連事務所にご連絡ください(申込み締め切り11月30
日。これ以降の注文については、別途送料が必要です)。
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51015202530354045建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

高 額 療 養 費

高額介護合算療養費について

◎高額療養費の支給
1ヶ月に支払った医療費の一部負担金が所得の区分（別表参照）ごとの自己
負担限度額を超えた場合、建設国保に申請していただくと、その超えた金額
が高額療養費として支給されます。

◎限度額適用認定証等
70歳未満で所得のある世帯の方、または70歳以上の方で所得区分「現役
並みⅡ・現役並みⅠ」に該当の方が入院・通院等で高額な医療費が生じる場
合は、『限度額適用認定証』を、70歳未満で非課税世帯の方、または70歳以
上の方で所得区分「低所得Ⅱ・低所得Ⅰ」に該当の方が入院・通院等される
場合は『限度額適用・標準負担額減額認定証』を、保険証と一緒に医療機関
等の窓口に提示していただくと、窓口で支払う一部負担金は自己負担限度額
（別表参照）までとなり、負担額が軽減されることになります。なお、令和3
年10月20日よりオンライン資格確認（※1）が本格運用開始となったことで、
オンライン資格確認システムが導入されている医療機関、薬局等（※2）では
マイナンバーカードによる限度額適用区分の確認が本人同意のもと可能とな
り、被保険者証、前期高齢者受給者証、限度額適用認定証等の提示が不要と
なります。（※3）

（※1）オンライン資格確認とは、医療機関や薬局等の窓口でマイナンバーカー
ドを提示することで、マイナンバーによる情報連携を活用し、健康保険の資格
等の確認が可能となるシステムです。

◎自己負担限度額　年齢や所得・課税額などによって異なります。
■70歳未満…世帯で21,000円以上の一部負担金は合わせて計算

（※1）人工透析治療が必要な慢性腎不全の方は20,000円、そ
の他の特定疾病の方は10,000円
（※2）以下のいずれかに該当する場合は「一般」となります。
ただし①の場合、申請が必要となります。
①判定対象者の収入合計が383万円未満、判定対象者が2名以
上の場合は判定対象者の合計収入が520万円未満
②旧ただし書所得の合計額が210万円以下（世帯に属する70
歳以上の被保険者に適用）
（※3）「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関の窓
口で提示されない場合は、「一般」の自己負担限度額で徴収さ
れる為、所属の地域連合で証交付の手続きを行ってください。
（※4）7月31日時点で所得区分が「一般」又は「低所得I・Ⅱ」
の方については、1年間（8月～翌7月）の外来療養に係る自
己負担額の合計が144,000円を超えた場合、その超えた金額
が申請により支給されます。
（※5）「限度額適用認定証」を医療機関の窓口で提示されな
い場合は、「現役並みⅢ」の自己負担限度額で徴収される為、
所属の地域連合で証交付の手続きを行ってください。
★オンライン資格確認システム導入医療機関等でマイナン
バーカードによるオンライン資格確認がされている場合は
「限度額適用認定証」・「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の提示は必要ありません。
★多数該当とは、過去12ヶ月間で高額療養費の支給が4回目
以降の場合
★高額療養費の対象となる一部負担金
保険診療になっている治療費が対象で、食事代や差額ベッ
ド代は含まれません。
それを暦月ごと、医療機関ごと、入院・通院は別々に計算。
★特定疾病療養受療証
血友病や慢性腎不全などの特定疾病の治療を受ける場合、
建設国保が交付する「特定疾病療養受療証」を医療機関の
窓口で提示する必要があります。該当の方は、所属の地域
連合で証交付の手続きを行ってください。

◎旧ただし書所得＝総所得金額等から基礎控除額を差引いた額
■70歳以上…外来のみは個人ごとに計算、世帯では全ての一部負担金を合わせて計算

　医療保険と介護保険の両方を利用する世帯において、医療保険及び介護保険の自己負担の合計が著しく高額となり一定額を超えた
場合、その超えた額が「高額介護合算療養費」として支給されます。
（医療保険ごとに自己負担額が合算される為、同一世帯において異なる医療保険に加入している方とは合算されません）
＊自己負担限度額（8月1日から翌年7月31日までの1年分を合算します。）

■
70
歳
未
満
の
人

■
70
歳
か
ら
74
歳
の
人◎旧ただし書所得＝総所得金額等から基礎控除額を差引いた額

ア／旧ただし書所得901万円超 212万円
イ／旧ただし書所得600万円超～901万円以下 141万円
ウ／旧ただし書所得210万円超～600万円以下 67万円
エ／旧ただし書所得210万円以下 60万円
オ／住民税非課税 34万円

現役並みⅢ（課税所得が690万円以上） 212万円
現役並みⅡ（課税所得が380万円以上） 141万円
現役並みⅠ（課税所得が145万円以上） 67万円
一般（現役並みにも低所得にも該当しない） 56万円
低所得Ⅱ（世帯全員が住民税非課税） 31万円
低所得Ⅰ（世帯全員が住民税非課税で所得もない） 19万円

区分
自己負担限度額（単位：円）

外来 入院、外来＋
入院（世帯全体）

多数
該当

特定
疾病

現役並み所得Ⅲ
（課税所得が690万円以上）

252,600＋
（総医療費−842,000）×1％ 140,100

10,000

現役並み所得Ⅱ
（課税所得が380万円以上）

167,400＋
（総医療費−558,000）×1％（※5） 93,000

現役並み所得Ⅰ（※2）
（課税所得が145万円以上）

80,100＋
（総医療費−267,000）×1％（※5） 44,400

一般
（課税所得が145万円未満等）

18,000
（※4） 57,600 44,400

低所得Ⅱ
（世帯全員が住民税非課税） 8,000

（※4）

24,600（※3）

低所得Ⅰ
（世帯全員が住民税非課税で所得もない） 15,000（※3）

区分
自己負担限度額（単位：円）

基準額 多数
該当

特定
疾病

上位所得者①
（旧ただし書所得901万円超）

252,600＋
（総医療費−842,000）×1％ 140,100

（※1）
上位所得者②

（旧ただし書所得600万円～901万円以下）
167,400＋

（総医療費−558,000）×1％ 93,000

一般①
（旧ただし書所得210万円～600万円以下）

80,100＋
（総医療費−267,000）×1％

44,400
10,000一般②

（旧ただし書所得210万円以下） 57,600

非課税
（世帯全員が住民税非課税） 35,400 24,600

別　表

（※2）対象医療機関等につきましては直接ご確認いただくか、厚生労働省の
ホームページよりご確認いただけます。
（※3）マイナンバーカードを被保険者証等として使用する場合は、事前にマイ
ナポータルでの登録手続きが必要となります。また、オンライン資格確認シス
テムが未導入の医療機関、薬局等では、従来通り各証等の提示が必要となりま
すので、限度額適用認定証等が必要な場合は建設労働組合の各地域連合窓口に
て申請をお願いします。
★「70歳未満で非課税世帯の方・低所得Ⅱ・低所得Ⅰ」の方については、食事
療養費も軽減されます。
★自己負担限度額を超えた高額療養費の部分については、建設国保が直接医療
機関に支払います。
◎高額な医療費支払いのための資金貸付制度
高額療養費は、病院からくる医療費の請求をもとに計算して支給となりま
すが、その医療費の請求がくるのは、早くても受診月から2ヶ月後となって
いて、高額療養費が支給されるまでかなりの時間がかかります。そこで建設
国保では、高額な医療費を支払うための当座の資金を組合員さんに無利子で
お貸しする制度を設けています。

　　貸付金額は、高額療養費として支給される見込みの金額の8割相当の額です。
★組合員さん並びに届け出事項に該当するご家族の個人番号が必要となりま
すので、個人番号の確認できる書類（個人番号カード、個人番号通知カード、
住民票など）も必ずご持参下さい。
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17
日　

第
１
地
連
料
理
教
室
、
新
加
入
者
説
明
会

18
日　

断
熱
施
工
実
技
研
修

第
２
地
連
特
定
節
目
検
診

19
日　

第
１
地
連
安
対
部
特
別
教
育

第
７
地
連
日
帰
り
懇
親
会

第
８
地
連
特
定
健
診
・
節
目
ガ
ン
検
診

21
日　

主
婦
の
会
会
長
会
議

22
日　

増
改
築
相
談
員
新
規
・
更
新
研
修(

広
島)

23
日　

第
７
地
連
福
寿
会

　

各
地
連
青
年
部
長
会
議

25
日　

第
５
地
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

26
日　

石
綿
取
扱
い
作
業
従
事
者
特
別
教
育(

福
山)

28
日　

監
査
会

30
日　

四
役
・
財
政
部
会

　
　

１
日　

中
国
地
方
整
備
局
交
渉

　
　

２
日　

第
８
地
連
女
性
会
一
日
教
室
「
し
め
飾
り
」

断
熱
施
工
実
技
研
修

　
　

４
日　

四
役
会
議

　
　

８
日　

四
役
・
地
連
長
会
議

　
　

９
〜
10
日　

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習(

福
山
会
場)

13
日　

広
島
国
税
局
交
渉

14
日　

(

一
社)

訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
理
事
会

17
日　

丸
の
こ
等
取
扱
い
作
業
従
事
者
特
別
教
育(

広
島)

第
８
地
連
門
松
作
り
・
餅
つ
き

21
日　

第
３
１
０
回
執
行
委
員
会

24
日　

第
６
地
連
門
松
制
作
・
大
掃
除
・
ミ
ニ
門
松
講
習
会

29
〜
１
／
４
日　

年
末
・
年
始
休
み

内　容 件数

工 具 ・ 機 械 ３

転 墜 落 １

崩 壊 ・ 倒 壊 １

そ の 他 ２

計 ７

地連名 件数

第１地連 福 山 （１）

第２地連 芦 品 １

第４地連 広島中央 １

第７地連 広 島 1

第８地連 広島西 １（１）

第10地連 高 陽 （１）

計 ４（３）

（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

10月1日の
組織人員
11,928人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
「
カ
ン
ガ
ル

ー
マ
ー
ク
」
の
総
数
（
写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島

建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ

ー
ジ
〉
で
す
。
抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募

締
め
切
り
は
今
月
末
（
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
（
正
解
：
10
月
号
は
４
個)

。

労働災害地連別件数一覧表
令和5年9月分

労災保険に入りましょう

防
府
天
満
宮
の
鯛
み
く
じ

参
加
者
38
人
全
員
で

安
全
講
習
会
の
様
子

山
口
へ
研
修
旅
行

賑
や
か
な
２
日
間
過
ご
す

石
綿
特
別
教
育
と
安
全
講
習

「
疲
れ
た
け
ど
良
か
っ
た
」

第
15
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

熱
い
プ
レ
ー
と
素
敵
な
笑
顔

　
【
書
記
長
・
荒
木
浩
美
】
９

月
20
日(

水)

に
広
島
安
佐
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
友
好
地
連
の
方
々

や
、
第
７
地
連
顧
問
、
役
員
、

組
合
員
、
38
人
の
参
加
を
い
た

だ
き
第
15
回
第
７
地
連
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
の
よ
う
な
突
然
の
集
中

豪
雨
も
無
く
、
朝
か
ら
野
生
の

鹿
三
頭
が
お
出
迎
え
。
天
気
も

良
く
気
温
的
に
も
落
ち
着
き
、

プ
レ
ー
中
は
少
し
暑
く
は
な
り

ま
し
た
が
真
夏
の
よ
う
な
気
温

で
は
な
く
、
熱
い
プ
レ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
９
地
連
広
島
北
の
古
本
成

行
さ
ん
が
優
勝
を
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
開
け
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加

を
い
た
だ
き
素
敵
な
笑
顔
で
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

　
【
教
宣
専
門
委
員
・
金
島
幹

昌
】
９
月
10
日(

日)

、
第
12
地

連
庄
原
会
館
で
石
綿
使
用
建
築

第１地連第１地連
福 山福 山

第12地連第12地連
庄 原庄 原

第７地連第７地連
広 島広 島

令和４年度・佳作

朝
の
点
検

　
安
全
誓
う

わ
が
身
を
守
る

　
　
　
家
族
を
守
る

労働安全標語

第7地連広島
井野本　憲雄さん

　
【
教
宣
専
門
委
員
・
髙
橋
潔

士
】
９
月
10
日(
日)
、
11
日(

月)

物
等
解
体
業
務
特
別
教
育
と
全

職
業
対
象
の
安
全
衛
生
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

特
別
教
育
へ
は
12
人
が
出
席

し
、
県
・
平
木
社
保
対
部
長
が

講
師
を
務
め
、
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
理
由
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

石
綿
に
よ
る
塵
肺
な
ど
の
症

状
は
、
20
〜
40
年
で
出
て
く
る

か
ら
こ
そ
、
解
体
業
務
を
行
う

時
の
注
意
事
項
を
守
る
重
要
性

を
学
び
、
石
綿
に
関
わ
る
法
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
ま
し

た
。

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
11
〜
12
月
の
行
事
予
定
▲

の
２
日
間
の
日
程
で
第
１
地
連

福
山
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し

11月12月

　

全
職
業
対
象
の
安
全
衛
生
講

習
会
へ
は
10
人
が
出
席
。
県
・

中
川
副
委
員
長
が
講
師
を
務
め
、

資
料
に
沿
っ
て
労
災
事
故
の
発

生
時
間
帯
や
原
因
・
年
齢
や
原

因
な
ど
を
グ
ラ
フ
や
表
な
ど
で

詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
災
事
故
が
起
こ
り
や
す
い

時
間
帯
は
11
時
と
14
時
で
、
年

齢
は
40
〜
49
歳
が
多
い
そ
う
で

す
。
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
・
可
能
性
・

頻
度
の
大
切
さ
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
久
し
振
り

に
講
習
会
や
特
別
教
育
を
１
日

受
け
て
疲
れ
た
け
ど
良
か
っ
た
」

「
家
に
帰
っ
て
も
う
特
別
講
習

の
資
料
を
読
み
返
し
て
み
よ
う
」

な
ど
と
言
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

た
。
令
和
元
年

以
降
、
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
で
中
止

と
な
っ
て
い
た

研
修
旅
行
で
し

た
が
、
今
年
度

は
参
加
者
が
40

人
と
な
り
、
賑

や
か
な
研
修
旅

行
と
な
り
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
山

口
県
防
府
天
満

宮
を
見
学
し
、

長
州
苑
で
昼
食
、
瑠
璃
光
寺
五

重
塔
、
常
栄
寺
雪
舟
庭
、
菜
香

亭
へ
の
日
程
を
終
え
、
湯
田
温

泉
常
盤
に
宿
泊
。
夕
食
の
宴
会

で
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
つ
つ
、

参
加
者
の
蔵
本
千
津
子
さ
ん
か

ら
は
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
旅
館

の
女
将
が
演
じ
る
「
女
将
劇
場
」

も
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

旅
行
２
日
目
、
角
島
大
橋
で

記
念
撮
影
、
角
島
灯
台
へ
と
移

動
し
、
「
ふ
く
の
関
」
で
ふ
ぐ

料
理
を
食
べ
た
後
、
海
響
館
、

唐
津
市
場
で
お
み
や
げ
を
買
っ

て
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
旅
行
を
終
え
、
参

加
し
た
組
合
員
さ
ん
は
楽
し
い

研
修
旅
行
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
し
た
。

　【第5地連瀬戸内・教宣専門委員・松田茂典】山の中腹
にある両城中学校に上がるための急勾配階段。以前、映
画「海猿」で潜水士たちが酸素ボンベを持って駆け上が
る過酷な訓練シーンで使われた通称「両城の200階段」
を紹介します。
　呉市は平地
が少ない地形
ですが、その
平地のほとん
どを海軍が軍
用地として使
用したため、
市民は傾斜地
に住むしかあ
りませんでし
た。彼らの生
活道としてこ
の階段は作ら
れました。
　私も学生の
頃はほぼ毎日
のように上っ
ていました。この度、何十年かぶりに上がってみました
が、半分も行かないところで一休み。何段か上っては一
休み。多分、半分くらいのところで後ろを振り返ると呉
湾が見渡せる素晴らしい景色が広がります。でも上を見
上げると、まだまだ急な階段がいっぱい。
　「んー。学生の頃は走って上がっていたけどなぁ」と
一人でブツブツ言いながら上まで上がりました。上った
帰り道は当然の下りで、降りなければなりません。下り
の方が足にきました。
　少し分かりにくいですが、入り口に看板もあります。
呉に来ることがあれば本当に二百も階段があるかご自身
の足で数えてみてください。近くに駐車場はありません
ので、ご注意くださいね。

入り口の看板（これを目印にお越しください）

200階段の上から見下ろすと…

呉市わ 自が 慢町
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